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田楽提灯の絵付けについて
お話 / 菅井 かち さん　

■大谷連合区からの依頼

　じいちゃん（義父・菅井米吉）は、風神祭の田楽

提灯の絵付けを毎年していた。連合区の人から「今

年も描いでけろな」といつも頼まれるんだっけ。田

楽提灯の行列は、七区まで区ごとにまとまって歩く

けど、その区の先頭に立つ大きな提灯を七つ描いて

いたんだ。毎年大変そうだったね。

　お盆過ぎると、提灯を家に持って来て描き始める

んだけど、子供たちとリヤカーを引っ張って行って、

連合区の公民館の二階から下ろすのを手伝ったりし

たね。

　絵は縁側で描いていた。紙を枠に貼って、日にあ

てて、ぱりっとしてから描くんだ。そのほうが描き

やすいんだベな。こだわりがあって人に任せられな

い人だったから、貼る作業も手伝ったことはなかっ

たな。紙は、貼り合わせが透けて見えた記憶がない

から、一枚の大きくて丈夫なものを貼っていたと思

う。

田楽ちょうちん行列（撮影 2012 年）

■絵付け作業と絵柄

　大きな提灯に鉛筆で下書きを「ざっ、ざっ」と描

くのを見て、嫁さ来たばかりの頃は間違えるんじゃ

ないかと心配して見ていた。でも、失敗して貼りか

えした事はなかったね。

　絵の具は、一久薬局から買ってきた染め粉を、ど

んぶりに溶かして使っていた。黄、緑、赤などの３

色位しかなかったので、混ぜて色を作っていたな。

　普段から、本にいい図柄があると、その頁を折っ

て重ねて置いたりしていた。一年中、頭から離れな

かったんだべ。毎年同じ絵は描けないし、何年か前

に描いた絵を描くと「昔あったっけね、と言われる

から描けない」と言っていた。近所の白田孝一さん

から絵の本を借りたりもしていたな。

　絵柄は、弁慶とか武者絵とか時代物が多かった。

わらじ履いている姿なんか上手だったね。義父の描

いた絵は一枚も残っていない。提灯は破いて新しく

描くものだからね。

　稲穂に雀のような絵は簡単だから、子供たちに頼

まれると「ささーっ」と描いてあげていた。祭りが

近くなって、できたものをここに並べておくと、絵

を見に近所の大人も子供も集まってくるものだっ

た。子供たちは、自分の持つ田楽提灯にも描いても

らいたくて持ってくるけれど、いつも時間も絵の具

もなくなってしまうから、ちゃんとは描けなかった

ね。赤い絵の具しかなくなって字だけ描いてあげた

事もあったな。子供達は気にあわねがったべ。（笑）

鞍馬天狗とか月光仮面みたいな絵は、若いお父さん

達が子供達の田楽提灯に描いてあげたもんだった。

　昭和 42 年に、72 歳で亡くなる年まで描いていた。

私が嫁に来た昭和 25 年には、すでに描いていて、

若い時から頼まれていたと聞いたので、2、30 年は

描いていたんだべな。

　亡くなる年の風祭りの時に、獅子踊りの笛吹きを

していたけど、途中で「疲れてだめだ」って言って

帰って来たんだ。そしてその年の 10 月に亡くなっ

たんだ。

■棺も作る器用な大工だった

　義父は、大工をしていて、誰かが亡くなると頼ま

れて棺（がん）も作っていた。今と違って、背負う

もので、真四角の箱に傘（屋根）を付けるものだった。

紙を屋根のように貼ったもので、ただまっすぐでな

く神輿の屋根のようにかっこ良く丸みをつけて貼っ

ていた。立派なものは五分位 (15mm) の巾に挽いた

薄い木を細かい網代編みにして作っていた。

　板を買ってくると寝ないで作っていたね。やっぱ

りこだわりがあって、忙しい時以外は人に任せられ

なかった。器用な人だっけね。金紙とか銀紙を小さ

く刻んで飾りを貼り付ける手伝いはさせてもらった

な。　　　　　　　　

（取材 / 安藤竜二　平成 25 年 7 月 18 日）
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